
Kawanehoncho Town 20th Anniversary Ceremony
川 根 本 町　合 併 20 周 年 記 念 式 典

川根本町の未来へ
前進！
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３
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が
合
併
20
周
年
を
迎
え
、

　
　
　
９
月
７
日
に
川
根
本
町
文

化
会
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
典
は
2
部
構
成
で
行
わ

れ
、
第
一
部
で
は
町
政
功
労
者
の

表
彰
を
は
じ
め
、
20
周
年
記
念
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
ロ
ゴ
の
発

表
、
合
併
20
周
年
の
振
り
返
り
映

像
の
上
映
が
あ
り
ま
し
た
。

　

薗
田
町
長
は
式
辞
の
中
で「
令

和
4
年
に
発
生
し
た
台
風
第
15
号

に
よ
る
被
害
を
経
験
し
、
自
然
災

害
が
頻
発
・
激
甚
化
し
て
い
る
状

況
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

備
え
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」

と
町
の
安
全
対
策
の
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
人
口
減

少
対
策
や
生
活
基
盤
の
整
備
、
主

要
産
業
の
活
性
化
、
大
井
川
鐵
道

の
全
線
復
旧
支
援
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
課
題
に
触
れ「
全
て
の
世
代

が『
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
』

と
感
じ
ら
れ
る
魅
力
あ
る
町
づ
く

り
を
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て
い
き

た
い
」と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　

記
念
ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
渡

辺
実
優
さ
ん
は「
柔
ら
か
な
線
で
町

民
の
穏
や
か
さ
と
未
来
を
描
く
意

志
を
表
現
し
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、
田
代
神
楽
保
存

会
、
徳
山
古
典
芸
能
保
存
会
、
赤

石
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
公
演
が
披

露
さ
れ
、
参
加
者
全
員
で
20
周
年

の
節
目
を
祝
い
、
こ
れ
か
ら
の
川

根
本
町
の
発
展
を
願
う
温
か
な
雰

囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
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①静岡市消防音楽隊による
オープニング演奏　②田代

神楽保存会「駒の舞」　

③合併20周年記念ロゴマ
ークとキャッチフレーズ

の紹介　④薗田町長によ

る式辞　⑤⑨徳山古典芸能
保存会による「鹿ん舞」と「

ヒーヤイ」　⑥赤石太鼓

保存会の演奏　⑦町政功労
者の表彰　⑧光の森学園の

生徒が町の魅力発信の

ために作った作品　

❷❷

鈴木　敏夫 自治功労(元川根本町長)

柳原　義六 自治功労(元町監査委員)

板谷　信 自治功労(元町議会議員)

森　照信 自治功労(元町議会議員)

芹澤　德治 自治功労(元町議会議員)

鈴木　多津枝 自治功労(元町議会議員)

相藤　令治 産業功労(農林水産大臣賞)

相藤　直紀 産業功労(農林水産大臣賞)

大下　節男 学校保健功労(元学校医)

倉田　矩正 学校保健功労(元学校医)

中村　國海 産業功労(元川根本町商工会長)

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 45


